
第６学年 算数科学習指導案 
日 時 令和５年６月１６日（金）第 5 校時 

１ 単元名      「円の面積」 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第５学年までに，三角形や四角形など直線で囲まれた図形の面積の求め方に

ついて指導している。また円については，円周の長さが（直径）×（円周率）

で求められることを指導している。第６学年では，曲線で囲まれた図形の面積

を工夫して測定する能力を伸ばすとともに，円の面積を求める公式をつくる活

動を通して，算数として簡潔かつ的確な表現へと高める能力を一層伸ばすこと

を主なねらいとしている。 

本単元では、半径や円周と面積との関係について図から考え，そのことを互

いに伝え合わせるようにする。また，円の面積の公式を使って，半円やおうぎ

形などの円の一部である図形の面積について，式と図を対応させて説明する活

動にも取り組ませ，円の面積の求め方について広げさせるようにしていきたい。 

 

 

３ 単元の評価規準 

４ 単元指導計画 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

① 円の面積は、(半径)×

(半径)×(円周率)で

求めることができる

ことを理解し、円の

面積を求めることが

できる。 

② 公式が半径を一辺と

する正方形の面積の

3.14 倍を意味してい

ることを、図と関連

づけて理解してい

る。 

① 円の面積を求める式を読

み、もとの円のどこの長さ

に着目すると面積を求め

ることができるのか振り

返って考え、簡潔かつ的確

な表現に高めながら、公式

を導いている。 

② 円の面積の求め方につい

て、図形を構成する要素な

どに着目して、既習の求積

可能な図形の面積の求め

方を基に考えたり、図と式

を関連付けながら説明し

たりしている。 

① 円の面積を求める公

式をつくる際に、簡潔

かつ的確な表現に高

めようとしている。 

② 変形の長さが分かれ

ば、公式に当てはめる

ことで円の面積を求

めることができると

いうよさに気づいて

いる。 

③ 円の面積の求め方を、

進んで生活や学習に

活用しようとしてい

る。 

時 ねらい 
評価規準 

知 思 態 

１ 

 円の内接する正方形や外接する正方形から
円の面積を見積もる方法を理解することがで
きる。 

 ・思① 

(ノート) 

 

２ 

 方眼を用いて円の面積を概測したり、内接
する正多角形の面積を求めたりすることによ
り、円の面積は半径を一辺とする正方形の面
積の約 3.1 倍になることを理解することがで
きる。 

 ・思① 

(ノート) 

 

３ 
 円を分割し、長方形に等積変形できること
を理解し、円の求積公式を導くことができる。 

 ○思① 

(ノート) 

・態① 

(ノート) 

４
・
５ 

 円を分割したり、組み合わせたりすること
で構成される図形の面積をこれまで学習した
形の組み合わせとしてみることで面積を求
め、説明することができる。 

 ○思② 

(行動観察) 

・態② 

(ノート) 

６  

 基本的な学習内容を理解しているか確認
し、それに習熟することができる。 

・知①

② 

(ノート) 

  

７ 

円の求積公式の多様な導き方を理解し、興
味・関心を高める。 

  ○態③ 

(ノート) 

８ 

学習内容の理解を図る。 ○知①

② 

(テスト) 

  

≪単元の目標≫ 

・円に内接する多角形の見積り方や方眼などをもとに、円の面積を見積もることができ

る。また、円の求積公式について理解し、公式を用いて面積を求めることができる。 

【知 B(３)ア】 

・図形の構成要素などに着目し、円の面積の求め方を見出すとともに、それを簡潔かつ

的確に表現し、求積公式を導くことができる。また、複合図形を既習の図形の組み合

わせとして捉え、面積の求め方を考え、説明することができる。   

【思 B(３)イ】 

・円や複合図形の面積について、既習の図形をもとに工夫して求めようとしたり、求積

の方法を簡潔かつ的確な表現へ高めたりしながら、公式を導き出そうとしている。  

【態】 



５ 本時のねらい 

円を分割したり、組み合わせたりすることで構成される図形の面積の求め方を考える活動を通して、これまで

学習した形の組み合わせとしてみることで、面積を求めることができることに気づき、面積の求め方を図と式を

関連付けながら説明することができる。【思・判・表】 

６ 本時の学習展開（４／７時） 

 学習活動 研究内容に関わる指導・援助 
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終
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１ 本時の問題を捉える 

 

 

 

 

２ 黒板で作図してみせ、面積の求め方の見通しをもつ 

・半径 10 ㎝の円の 
1

4
 になっている。 

・正方形もある。 

・円の面積の公式を使うことができそうだ。 

 

 

３ ノートに自分の考えを書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○面積を求めることができたら、仲間に自分の考えを説明する。 

４ グループで交流する 

○自分のタブレットやノートの図や式を指し示しながら仲間に

説明する。 

５ 考えた求め方を全体で交流する 

・知っている図形に分けて考えている。 

・円の面積の公式も使っている。 

６ 本時の振り返りをする 

・今までに学習した形の組み合わせとしてみれば、面積を求める 

ことができた。 

重点➀数学的活動の明確化 

 

 

 
 
 
 

・既習の図形の面積の公式を掲示し

ておく。 

重点②個別最適な学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

重点➀数学的活動の明確化 

 
 
 
 
 

重点②協働的な学び 

 

          

円の面積の公式を使って、面積の求め方を説明しよう。 

右の図で、色のついた部分の 

面積を求めましょう。 

・実際に黒板に作図することで、半
径 10cm のおうぎ形を重ねたもの
であるあることに気づかせ、円の
面積をもとにして考えれば、求め
ることができそうだという見通し
をもたせるようにする。 

・先に式を考えるか図から考えるか
を児童が自分で選択できるように
する。また、図形を使って式を考え
ることができるようにロイロノー
トで準備しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・面積を求めることができた児童同 
士で交流し、仲間に面積の求め方
を説明する。 

・説明をするときに、自分のタブレッ
トやノートの図や式を指し示し、式
と図を関連付けながら説明する。 

・他の仲間の考え方をグループで話 
し合いながらみて、自分たちの考
え方と比べたり、考え方を分類し
たりする。 

評価規準【思考・判断・表現】 

円の面積の求め方について、図形

を構成する要素などに着目して、既

習の求積可能な図形の面積の求め方

を基に考えたり、図と式を関連付け

ながら説明したりしている。 
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